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苦情処理会議の運用に関し申し入れ！
本部は、１０月２日、苦情処理会議の進め方、裁

定の通知方などに関して申し入れを行いました。こ

れは、名古屋地本が、愛知県労働委員会に救済申し

立てを行い闘っている事件で、会社が苦情処理会議

の運用をめぐって実際に行われていることと異なる

陳述を行っていることなどに関し、その真意を質す

べく申し入れたものです。

苦情処理会議については、この間も、その進め方

や、裁定の通知方などをめぐって会社側と意見対立

が発生していますが、第三者機関へ報告する内容が

実際の運用と異なるような事態は放置できないこと

から、あらためて申し入れを行ったものです。 私 た

ち は 、 苦 情 処 理 会 議 の 形 骸 化 を 許 す わ け に は い き

ま せ ん 。

１．苦情処理会議の処理結果が対立となり裁定がはかれなかった

場合は、苦情処理会議の結果はどのように処理するのか明らか

にすること。

２．苦情処理会議の処理結果が対立となり裁定がはかれなかった

場合、申立をした社員への通知（第93条）はどのように処理す

るのか明らかにすること。

３．未裁定の苦情処理会議を開催し誠意ある回答を行うこと。

４ 『労働協約』第78条（処理期間）２項に定める苦情整理書を．

すべて明らかにすること。
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